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1　はじめに

大学・高等学校のWebページ制作演習授業を対象に、

情報デザインの観点を取り込んだ教材と評価方法を提案

する。

高等学校情報科目では「情報の表し方に工夫が必要で

あること（情報Ａ）」の理解や「伝えたい内容を分かりやす

く表現する方法（情報Ｃ）」の習得を目的として、Webを

メディアとして情報表現を学習する。また、大学では情

報リテラシーの一環としてWebページ制作演習が取り上

げられ、制作技術とならんでWeb情報の表現方法も学習

目的に含まれる。このようなWeb情報の表現はどう学び、

どう評価できるのであろうか。

「分かりやすさ」は読み手の感性により、判断されるも

のである。それが故に、今までに提案されているWebペ

ージの評価規準（例えば［1］［2］［3］）は「分かりやすさ」の

項目を含んでいないか、含んでいても「見やすいか」とい

った曖昧な表現を使っている。しかし一方で、ページの

目的に合致した情報表現か否かの違い、デザインの差は

歴然と存在する。Webページ上で情報をどのようにデザ

インするかを考える演習プロセスとその評価を、大学・

高等学校の授業へ取り入れたい。

この演習プロセスと評価のための教材を開発した。多

くの大学・高等学校では、Web制作演習授業を情報デザ

インの専門家ではない教員が担当することになろう。専

門でなくとも、これらプロセスの指導と評価が可能とな

るように工夫した。

2　情報デザインの観点

情報をWebページで分かりやすく提供するには、その

目的と対象に応じた適切な情報デザインが重要となる。

「デザイン」というと美的要素が中心と思われがちである

が、情報デザインとは、制作意図に基づいて、情報を論

理的に組み立てることである。「情報をデザインする」こ

とで、ページ要素が本来的にもっている情報が読み手に

伝達し、情報が機能する。文章がある情報を伝えるよう

に、Webページのデザインが伝える情報があり、それが

Webページの情報伝達力を決める大きな要素となる。そ

のため、目的や対象に合ったページデザインを演習する

プロセスが重要と考える。

吉田と有賀は、Webページ制作演習での、企画・制作・

評価各ステップのための教材として、図1のようなワー

クシートとチェックリストを提案した［1］［4］。情報の

構成やHTMLタグの使い方の視点から、Webページをメ

ディアとして情報を提供する場合に押さえるべき規準と

しての教材である。

ただし、これらは制作されたWebページが規準を満た

すか否かを確認するものであり、目的や対象に合致した

ページデザインとなっているかの評価までは意図してい

ない。つまり、すべての項目が「改善の必要なし」であっ

たとしても、企画した目的と対象からずれたWebページ

になっている場合もある。

伝える情報の目的に応じて、デザインされた形はさま

ざまであり、画一的なものにはならない。従来のチェッ

クリストでは、目的に合致したデザインもそうでないデ

ザインも画一的に評価することになっていた。情報デザ

インの観点を含めた制作演習プロセスと評価方法を検討

した。

3　演習プロセスと評価

「表現」の判断は主観的なものであり、教員の価値観に

よって評価の軸が揺れやすい。また、デザインは絶対的

なものではなく、原則を崩すことで伝えられることもあ

る。よって、チェックリストのような規準を提示して、

それに準拠する形で制作をする、あるいは評価するのは

適切でない。

そこで、Webページの企画時に制作するページの性格

（イメージ）付けを明確にし、完成時にそれをどう実現し

企

画

制

作

評

価

企画ワークシート
Webページの自己評価
チェックリスト

図1　従来のワークシート・チェックリスト

HTML文書制作におけるチェックリスト

インターフェイスデザインチェックリスト
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たかのプレゼンテーションを行う。その際、制作者（学生・

生徒）と読み手（評価者）が、制作意図との関連性の中で

Webページの表現を検討するというプロセスを取る。具

体的には、次のように行う。

（1） Webページの性格（イメージ）の明確化

企画ワークシートにて、テーマ、目的、対象を決定し

た後、それを形にする前に、これから制作しようとする

ページの性格を明確化するプロセスを設ける。単なる気

ままな思いつきで、情報の構成や色、画像などを選ぶの

ではなく、明確になったページのイメージに沿って、そ

れらを決めていく。そのためのワークシートとして、イ

メージプロット、カテゴリーリストを用意した。イメー

ジプロットは静－動、知－遊の2次元平面の各象限に、

Webページがめざす性格（イメージ）を表現する言葉を配

置したもの（図3）、カテゴリーリストはWeb内容を分類

した一覧である（図4）。両シートで自分の制作するペー

ジがどれに当たるかを選択することで、ページの性格を

明確化する。これらシートは、企画されたページが何を

目指したのかに関して、評価者と制作者が共通理解を持

つためのコミュニケーションツールでもある。

（2） 制作者によるプレゼンテーション

制作後、企画時の意図をどう具体的に表現したかを評

価者に対して説明する。イメージプロット、カテゴリー

リストで明確化されたページの性格がどう具現化されて

いるかを、制作されたページを見て、質疑応答を通して

検討する。評価者のために、スタンダードデザインテー

ブルを用意した。これはページの性格ごとに、形態や色

彩、またそれらの配置についてのデザイン表現上の観点

を示した評価指針で、制作されたWebページがそれに準

じているかを確認できる。その通りであることが「よい

デザイン」というのではなく、意図を制作者が説明でき

るかが学習のポイントとなる。

（3） rubricによる学習成果の総合評価

rubricとは、複雑で主観的な規準を査定するために使

われる一種の採点方法である。本演習プロセスで学習し

た成果を評価するためのrubricを開発した。内容の企画

や制作ページの位置付け、制作意図の表現など、企画、

制作を進めてきた学習プロセス全体を評価する6つの項

目からなり、それぞれ4段階のレベルに分けた。これを

使って、学生・生徒の達成度や制作の遂行力を評価する。

4　まとめ

情報デザインの観点を取り入れたWebページ制作演習

の教材と評価方法を提案した。制作意図とその成果とし

てのWebページの双方を元に、評価者と制作者がコミュ

ニケーションを取りながら評価を進める。今後、本教材

を授業に用い、その妥当性を検討する予定である。
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図2　情報デザインの評価のための追加

図3　イメージプロット

図4　カテゴリーリスト（部分）
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・スポーツ
・アウトドア
・グルメ
・ゲーム
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・DIY
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